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１ 関西広域連合構成府県市による万博誘致への協力 

Ⅰ ＢＩＥ加盟国等へのロビー活動（友好・交流関係を活かしたﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ） 

（１）委員（知事等）の海外出張時、府県市への表敬訪問時におけるプロモーション 

① 海外出張 

訪 問 者 訪  問  先 時 期 

兵庫県副知事 ドイツｼｭﾚｽﾋﾞｯﾋﾎﾙｼｭﾀｲﾝ州首相 H29. 8 

兵庫県知事 中国広東省長 H29.12 

徳島県知事 ドイツニーダーザクセン州首相 H29. 4 

② 外国要人の表敬訪問  

   ○ H29.9 アメリカ合衆国ミシガン州知事が滋賀県知事を訪問 

○ 各府県市が随時対応 

（２）信書の送付 

○ 各府県市が友好・交流州省等に万博誘致をＰＲする信書を送付 

Ⅱ 国内機運の醸成 

（１）広報紙等あらゆる媒体を用いた周知 

  ① 構成府県市から協力いただけるツール 

    府県・市民だより、ホームページ、ツイッター、フェイスブック 

   メールマガジン、動画配信ＷＥＢサイト、インスタグラム、広報番組、 

ロゴマークを活用したバナー掲示 

 ② 庁舎等におけるチラシ・パンフの配布、ポスターの掲出 

    全構成府県市からの要請 チラシ等 約 26,000 枚 ・ポスター約 1,200 枚 

  ③ その他（刊行物等の活用） 

      庁舎の横断幕掲示スペース、関西文化の日パンフレットへのロゴマーク掲載、

納税通知書送付用封筒へのロゴマーク掲載、庁舎ロビーのデジタルサイネージ

で動画配信 

    ※ 関西広域連合としての取組み 

      ホームページ、メールマガジン、フェイスブック、ロゴマークを活用し

たバナー掲示 

（２）万博のテーマに関連した集客イベント等でのＰＲ 

 ① 集客イベントの総数 約２３０ 

② 全構成府県市からの要請 ・チラシ等 約 11 万枚 ・ポスター  約 480 枚 

Ⅲ 会員の増強

  和歌山県内の市町村及び商工会議所等の関係団体３６者が誘致委員会に加入 
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２ 誘致委員会の取組 

（１）誘致ロゴマークの決定(6 月 7 日) 

経済産業省にて世耕大臣、2025 日本万国博覧会誘致委員会 榊原会長、松井会

長代行から誘致ロゴマークを発表。 

本ロゴマークは、「いのち輝く笑顔が輪になって、つながっていくというコンセ

プトで国民的なイベントにふさわしい親しまれる作品」として決定。 

（２）海外での誘致プロモーション活動（６月 10 日） 

2017 年アスタナ国際博覧会の開会式に誘致委員会の吉村副会長、尾崎副会長が

招待され、翌日の日本館オープニングセレモニーには来賓として出席。日本館の

ブースや各国のパビリオンで万博誘致をＰＲした。 

（３）BIE 総会での第１回プレゼン(６月 14 日) 

フランス・パリで開催されたＢＩＥ定期総会において、誘致委員会の榊原会長

と松井会長代行が、ＢＩＥ加盟国に対し、初のプレゼンテーションを実施。 

ＢＩＥ協会との合成ロゴ 
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３ 今後のスケジュール 

〇 2017 年 ７月 22 日     アスタナ博 ジャパンデー 

〇 2017 年 11 月 14 日～15 日   ＢＩＥ総会でのプレゼンテーション 

〇 2018 年 1 月～3月         ＢＩＥ等の視察受け入れ 

〇 2018 年 6 月（予定）       ＢＩＥ総会でのプレゼンテーション 

〇 2018 年 11 月（予定）      ＢＩＥ総会でのプレゼンテーション 

投票で開催国決定 

【プレゼンテーションの概要（日本のプレゼンテーションはフランスに続き 2番目に実施）】 

○日 時：平成 29 年（2017 年）6月 14日（水）現地時間 11 時 50 分～12 時 10 分 

○場 所：OECD カンファレンスセンター 

○内 容： 

 ・オープニングで、安倍総理から「世界的な技術が数多く大阪から生まれている。

日本政府は大阪・関西の立候補を全面的に支援する」などのビデオメッセージが

披露 

・次に榊原会長から「現在、日本では、“Society5.0”という超スマート社会を目

指す国家プロジェクトに官民共同で取組んでいる。我々が目指す未来社会は、国

連の持続可能な開発目標（SDGs）が達成された社会。SDGs 達成のフロントラン

ナーとなり、大阪・関西の万博で未来社会を世界の皆様と共有したい」と、万博

のコンセプトなどを説明 

・続いて松井会長代行から「大阪・関西は、革新的なアイデアを提案する進取の気

性、次の時代を見通すクールなマインドに支えられ発展してきた」など、大阪・

関西のポテンシャルなどについて説明 

〇国のプレスリリース： 

経産省：http://www.meti.go.jp/press/

外務省：http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_004720.html


